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きょうはとってもいいてんき。
ヨムくんはいつものように森を歩いていました。
すると、そらのむこうから本が！
「うわぁ、なんだろう。」



ヨムくんはおちてきた本をひろうと、
ひらいて中をみてみました。
すると本はたちまちひかりだし、
ヨムくんをつつみこんでしまいました。



気づくとそこはいわだらけ。
なんとヨムくんはおつきさまに
きてしまったのです。
おや、どこからか泣きごえがきこえます。



そこには白いくまがいました。
「どうしたの。」
ヨムくんがたずねると、
「ぼくはヨナ。だいじな本を
おとしちゃったんだ。」



「それはこれかな」
ヨムくんはさっきの本をだしました。
「それだよ！みつけてくれてありがとう。」
ヨナは大よろこび。



「それならこのペンダントをつければいいよ。」
ヨムくんはみどりのペンダントを
もらいました。

そのあと、ふたりはすっかりなかよしに
なりました。
しばらくして、ヨムくんはあることを
おもいだしました。
「ぼく、ちきゅうにかえらないと。」
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ペンダントをつけると、
あのひかりにまたつつまれました。
「じゃあね～。またきてね～！」
ひかりにつつまれて、
ヨムくんはちきゅうにかえっていきました。
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